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開設の目的・概要　等

　脳には、脳腫瘍・脳血管障害・神経障害など様々な疾患が発生する。脳は人間の臓器の中で唯一全摘出も移植もできない、特殊な器官であり、疾患に対する外科的治療には限界がある。また血液

脳関門のため、脳組織に薬剤を到達させることは困難である。本講座は、脳疾患に特化して、様々な病態を研究し、新たな診断方法、治療法を開発することを目的として開設された。
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